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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食べる機能のことを「摂食機能」または「摂食・嚥下機能」といいます。摂食指導には、「摂食機能の正常を知り、その筋道にのせていく」という考え方があります。
正常がわからなければ、どこに問題があるのかを見きわめることができません。まず、基本的な知識からお話ししていきます。





  生涯を通じた歯・口の健康と食べる機能 

「第２次食育推進基本計画」＝生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育の推進 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人は生まれた直後からライフステージに応じた食生活を営みます。
生涯を通じて生活を豊かに過ごすためには、歯・口の健康とより良く食べる機能の獲得が大変重要です。
「第２次食育推進基本計画」にも、　生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育の推進　とあります。



食べる機能の発達と減退 

「第２次食育推進基本計画」＝生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育の推進 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人の栄養摂取方法には、「哺乳機能」によるものと「摂食・嚥下機能」によるものがあります。
哺乳機能は生まれてすぐに使っていく機能で、本人の意思とは関係なく、原始反射によって営まれています。
一方、摂食・嚥下機能は、大脳の発達とともに原始反射が消えていくことによって始まり、離乳食の時期に獲得され、これがのちの食べる機能の基礎になります。
食べる機能の発達には大きな個人差がありますが、乳歯が生えそろうことで習熟期に入ります。
おおむね就学前には基本的な機能学習は完了し、習熟期に入っていると考えられます。
各分離動作の獲得や統合には順序性があり、前の課題が獲得されないうちに次の課題を獲得することはできません。
発達に最適な時期（感受性期）がありますが、発達レベルの個体差は大きいので月齢だけでは判断できません。



摂食機能獲得の ８ 段階 

１．経口摂取準備期 哺乳期（１，２か月）・離乳準備期（３，４か月） 

２．嚥下機能獲得期       離乳初期（５，６か月） 

３．捕食機能獲得期       離乳初期（５，６か月） 

４．押しつぶし機能獲得期    離乳中期（７，８か月） 

５．すりつぶし機能獲得期    離乳後期（９～１１か月） 

６．自食準備期          離乳完了期（１２～１８か月） 

７．手づかみ食べ機能獲得期  離乳完了期 

８．食具（食器）食べ機能獲得期 離乳完了期 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食行動の自立過程の特徴的な動きから、摂食・嚥下機能の発達は、８段階に分けられます。



原始反射（哺乳反射）による乳汁摂取 
１．経口摂取準備期 

探 索 反 射 

探 索 反 射 

吸 啜 反 射 

咬 反 射 

哺乳期 （出生～２か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新生児固有の反射を原始反射といいます。哺乳行動は、哺乳反射と呼ばれる一連の原始反射によってなされます。
１．探索反射：口唇あるいは口角その他の口唇周辺の顔面皮膚の触刺激に対して、頭部を刺激源の方向に向けると同時に口を開き、舌を突出させ刺激源を口腔内に取り込もうとする反応です。
２．口唇反射：口唇に触刺激を加えると、上下の口唇をすぼめて前方に突出させ、刺激源を口唇で挟み込むようにして口を閉じる反応です。
３．吸啜反射：口唇反射によって口腔内に取り込まれた刺激源（乳首）を、下顎を挙上させて上顎中央部の吸啜窩に押しつけながら、舌で包み込むように、リズミカルに押しつけて母乳をしぼり出すと同時に、下顎を下方に動かすことによって口腔内に陰圧を発生させて母乳を流出させます。
４．咬反射：指などで乳児の歯肉を刺激すると、下顎が開閉し、弱い力で噛もうとする反応です。



乳児期前半の口腔の形態特徴 
１．経口摂取準備期 

傍 歯 槽 堤 ・ 吸 啜 窩 

下 顎 の 歯 槽 堤 

ビ シ ャ の 脂 肪 床 

顎 間 空 隙 

哺乳期 （出生～２か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生まれたばかりの赤ちゃんの口の中（口腔や咽頭）は、哺乳を行うためにふさわしい形をしています。
口蓋（上顎）の形は、将来、歯が生えてくる歯槽堤という土手のような盛り上がりの内側に、もう一つ「傍歯槽堤（副歯槽堤）」と呼ばれる土手があり、この内側に「吸啜窩」というくぼみが形成されています。両側の頬の粘膜には、脂肪組織によってできた「ビシャの脂肪床」という膨らみがあります。また顎を閉じたとき、上下の前の部分に隙間があり、乳首を潰さないようにくわえることができます。
赤ちゃんは、これらの口の中の形によって、引き込んだ乳首を固定して、安定して吸啜を行うことができます。



おっぱいを吸う動作（哺乳反射）をし
ていたのが、自分の意志で飲むこと
を覚えてきます。 

離乳の準備 

３～４ヵ月 
パパやママに抱っこされながら母乳
を飲み、愛着を形成していきます。 

液  体 
（母乳） 

経口摂取準備期 

上歯槽堤 

舌 

１．経口摂取準備期 離乳準備期 （３，４か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
おっぱいを吸う動作（哺乳反射）をしていたのが、自分の意志で飲むことを覚えてきます。パパやママに抱っこされながら母乳を飲み、愛着を形成していきます。母乳や人工乳を与えます。この時期は、果汁は与える必要はありません。

http://pigeon.info/rinyu/step/s_2.htm
http://pigeon.info/rinyu/step/s_2.htm


離乳準備の 指しゃぶり・おもちゃ舐め 

１．経口摂取準備期      離乳準備期 （３，４か月ごろ） 哺乳期 （出生～２か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生後２か月ごろから、手を目の前に出して見る「ハンドリガード」という動作が見られるようになります。
そのうち、手を口に持っていき、舌や唇で舐めて感触を確かめるような動作が見られます。
生後３か月を過ぎるころには、「指しゃぶり」や「おもちゃ舐め」が盛んになってきます。
これらの経験は、反射様の動きの消失に関与するばかりか、口腔機能の発達を促す大切な行動です。



離乳開始の時期の目安 
・ 哺乳に関する原始反射（探索反射・吸啜反射）が弱まる。 

・ 舌をあまり出さなくなる 

・ 周囲の人たちの食事光景を見て食べ物に興味を示す。 

  （食べたそうなしぐさが見られ、食べたそうに口を動かす。） 

・ 首がすわり（頸定）、ヘッドコントロールができる。 

・ 顎や歯槽骨が発達し、口腔の容積が広がる。 

・ 乳汁以外を消化・吸収できるように消化器官が発育する。 

１．経口開始準備期    離乳準備期 （３，４か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「平成１７年度乳幼児栄養調査」では、離乳食開始の目安は、「月齢」が最も多かったです。
離乳を開始する時期は個人差があります。月齢は、あくまでも目安です。
一律に月齢で決めるのではなく、口腔の形態成長・哺乳反射の消失など、子どもの食べる機能の発達状態をよく観察して、離乳を開始します。
また、早すぎる離乳は、消化不良やアレルギーの問題を引き起こすので注意が必要です。



離乳の進め方 

食べ方の発達に合わせた食形態 

ポタージュ 豆腐 バナナ 肉団子 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成１９年に厚生労働省から出された新しい「授乳・離乳の支援ガイド」では、従来の「離乳初期」「離乳中期」「離乳後期」という呼び方が消え、
それぞれ、「生後５，６か月ごろ」「７，８か月ごろ」「９～１１か月ごろ」と表記されています。
月齢にあわせた離乳食の進め方では、摂食機能発達に弊害が起こる可能性もあるため、
あくまでも、その子の食べ方の機能の発達を見ながら、食べ方の発達に見合った調理形態の離乳食をあげて下さい。



離乳期の食べ方  
５～６か月 ７～８か月 ９～１１か月 

口の動きが発達のどの段階なのかを理解する 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「食べる機能がどれくらい発達してきたのか？」「どんなものを食べられるのか？」と思った時は、食べているときの唇や顎や舌の動きを観察します。



舌が前後に動くようになって、口にた
めて、舌でのどの奥に食べ物を送り、
飲み込めるようになります。 初 期 

５～６ヵ月 
はじめはだっこしてあげると安心しま
す。ゴックンと飲むことを覚えます。 

なめらかにすりおろした状態 
（ポタージュ） 

２．嚥下機能獲得期、３．捕食機能獲得期  離乳初期 （５，６か月ごろ） 

嚥下機能・捕食機能 獲得期 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
舌が前後に動くようになって、口にためて、舌でのどの奥に食べ物を送り、飲み込めるようになります。はじめは抱っこしてあげると安心します。ゴックンと飲むことを覚えます。この時期の食事の調理形態は、ドロドロ状（ポタージュなど）のものが飲めるようになります。

http://pigeon.info/rinyu/step/s_3.htm
http://pigeon.info/rinyu/step/s_3.htm


舌が前後に加えて上下にも動き、
上あごと舌で食べ物をつぶすこと
ができるようになります。 

中 期 

７～８ヵ月 おすわりができるようになったら椅
子に座らせて食べさせてみましょう。
モグモグとかむ様子が見られます。 

舌でつぶせる固さ 
（豆腐） 

押しつぶし機能獲得期 

スプーン飲み 
（すすり飲み） 

４．押しつぶし機能獲得期   離乳中期 （７，８か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
舌が前後に加えて上下にも動き、上あごと舌で食べ物をつぶすことができるようになります。おすわりができるようになったら椅子に座らせて食べさせてみましょう。モグモグとかむ様子が見られます。この時期の食事の調理形態は、舌でつぶせる固さの豆腐などを食べることが出来るようになります。また、スプーンからすすり飲みが出来るようになります。

http://pigeon.info/rinyu/step/s_4.htm
http://pigeon.info/rinyu/step/s_4.htm


舌が前後、上下のほか、左右にも動き、舌で食
べ物を移動させながら、歯ぐきでものをつぶす
ことができるようになります。 後 期 

９～１１ヵ月 
自我が芽生え、手づかみで自分で食べることも
覚えます。椅子の下にシートなどを敷いておくと
こぼしても安心です。 

歯ぐきでつぶせる固さ 
（バナナ） 

すりつぶし機能獲得期・自食準備期 

コップ飲み 

５．すりつぶし機能獲得期、６．自食準備期 離乳後期 （９～１１か月ごろ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
舌が前後、上下のほか、左右にも動き、舌で食べ物を移動させながら、歯ぐきでものをつぶすことが出来るようになります。自我が芽生え、手づかみで自分で食べることも覚えます。椅子の下にシートなどを敷いておくとこぼしても安心です。食事の調理形態は歯ぐきでつぶせる固さのバナナなどが食べられるようになります。コップ飲みができるようになります。


http://pigeon.info/rinyu/step/s_5.htm
http://pigeon.info/rinyu/step/s_5.htm


舌を自由自在に動かせるようになり、歯や歯ぐきで
リズミカルにかんだり、つぶせたりできるようになり
ます。 完了期 

12～18ヵ月 
家族で楽しく食卓を囲み、大人の料理から取り分け
たりしていろんな味に挑戦させてみましょう。ただし
基本は薄味です。 

歯ぐきで噛める固さ 
（肉だんご） 

手づかみ食べ機能獲得期・食具（食器）食べ機能獲得期 

コップ飲み（連続飲み） 

７．手づかみ食べ機能獲得期、８．食具（食器）食べ機能獲得期 離乳完了期（１２～１８か月ごろ）  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
舌を自由自在に動かせるようになり、歯や歯ぐきでリズミカルにかんだり、つぶせたりできるようになります。家族で楽しく食宅を囲み、大人の料理から取り分けたりしていろんな味に挑戦させてみましょう。ただし基本は薄味です。食事の調理形態は、歯ぐきで噛める固さの肉団子などが食べられるようになります。コップを使っての連続飲みが出来るようになります。

http://pigeon.info/rinyu/step/s_6.htm
http://pigeon.info/rinyu/step/s_6.htm


乳幼児期の食育支援 
    食べ方、飲み方の発育を育む支援 

１．噛んで食べる発達を育む食べさせ方の指導支援 

 ・ 飲み込む動きを引き出す食べさせ方の指導支援 

 ・ 口に取り込む動きを引き出す食べさせ方の指導支援 

 ・ 噛む動きを引き出す食べさせ方の指導支援 
 

２．食器から水分を飲む発達の飲ませ方の指導支援 

 ・ コップから飲む動きを引き出す飲ませ方の指導支援 
 

３．発達にあわせた調理形態の指導支援（栄養士と連携） 

 ・ 飲みやすい物性の食品を食べさす指導支援 

 ・ つぶれやすい物性の食品を食べさす指導支援 

 ・ 噛みやすい物性の食品を食べさす指導支援 



食べ方の発達と支援のポイント 

 



手づかみ食べの重要性 

 「手づかみ食べ」は、食べ物を目で確かめて、手指でつかん

で、口まで運び口に入れるという目と手と口の協調運動で
あり、摂食機能の上での重要な役割を担う。 

○目で、食べ物の位置や、食べ物の大きさ・形などを確かめる。 
○手でつかむことによって、食べ物の硬さや温度などを確かめるとともに、どの程度 
  の力で握れば適当であるかという感覚の体験を積み重ねる。 
○口まで運ぶ段階では、指しゃぶりやおもちゃをなめたりして、口と手を協調させて 
  きた経験が生かされる。 

・ 摂食機能の発達過程では、手づかみ食べが上達し、目と手と口の協調ができて 
   いることによって、食器・食具が上手に使えるようになっていく。 
・ この時期は、「自分でやりたい」という欲求が出てくるので、「自分で食べる」機能 
   の発達を促す観点からも「手づかみ食べ」が重要である。 

７．手づかみ食べ機能獲得期 離乳完了期 （１２～１８か月ごろ） 



離乳食から幼児食へ 

 

• 離乳完了期が終わったら大人食ではありま
せん。 

• 離乳完了期が終わったら幼児食への移行が
必要です。（硬さはやわらかめ、味は薄味） 

• ３歳になって乳歯がはえそろってもかむ力は
大人の1/5しかないので、硬すぎるものは食
べられません。 



幼児期前期の子どもが苦手な食材 

・ ぺらぺらしたもの ・・・・・・・・・・ レタス、わかめ 

・ 皮が口に残るもの ・・・・・・・・・ 豆、トマト 

・ 硬すぎるもの・・・・・・・・・・・・・ かたまり肉、えび、いか 

・ 弾力のあるもの・・・・・・・・・・・ こんにゃく、かまぼこ、きのこ 

・ 口の中でまとまらないもの・・ ブロッコリー、ひき肉 

・ 唾液を吸うもの・・・・・・・・・・・・ パン、ゆで卵、さつまいも 

・ 匂いの強いもの・・・・・・・・・・・ にら、しいたけ 

・ 誤飲しやすいもの・・・・・・・・・ こんにゃくゼリー、もち 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食べにくい食材は、乳臼歯が生えそろわないと食べられないので、３歳を過ぎるまで（とくに１～２歳児には）与えないようにします。
与える場合は、小さく切る、煮る、しんなりさせる、等の工夫が必要です。



幼児の食べ方からの食育支援のポイント 

食べ物の認知 
食べようとする意欲 

適切な量を口に運ぶ 

食  具 
（スプーン、フォーク、箸の形） 

咀嚼 ： 一口量、咀嚼回数 
呼吸との協調 ： 口呼吸 
食べこぼし ： 口唇の閉鎖 
          食具の扱い 
          手指の巧緻性 

頸部 ・ 体幹の角度 
後屈 ・ 過度の前屈 

座位のバランス 

雰 囲 気 

摂取量 ： 少食、過食 
摂取時間 ： 早食い、遅い 

食事の種類 ・ 調理形態 



幼児期前半(乳歯萌出期） 
    食事の自立のための食育支援 
        (自食の発達を促し、歯でかむ指導支援） 

１）歯の萌出に応じた咀嚼機能獲得のための支援 

 ・ 上下の前歯が生えてきたら前歯を使ってかみ取らす指導 

 ・ 上下の奥歯が生えたら硬い・繊維質の食物を食べさす指導 

 ・ 早食い・過食にならないよう、噛んで食べる調理の指導 

 ・ ゆっくりかませて薄味でも満足感が得られる食べさせ方の指導 
 

２）咀嚼機能が上手に営めるための食具を使った食べ方の支援 

 ・ 口の動きに手指の動きを合わせて手づかみで食べさす指導 

 ・ 口の動きに合わせた食具の使い方の指導 
 

３）口腔機能（咀嚼・高温・表情表出）の発達を促す食べ方の支援 

 ・ 硬さや大きさの異なる種々の食品をゆっくり食べさす指導 

 ・ 唇を閉じたままの咀嚼を促す指導 



幼児期後半(乳歯列完成期）幼稚園児 
       集団で食べるための食育支援 
（食べ方のマナーとしっかり噛む習慣をつける指導支援） 

１）食材に応じた噛み方、食べ方の指導支援 

 ・ 生え揃った乳歯を使いしっかり咀嚼しよう 

 ・ 食物の軟硬、大小、粘度などに応じた食べ方の指導支援 
 

２）自立して美味しく食べる食べ方の指導支援 

 ・ 五感が満たされる食べ方を学ぼう 

 ・ 食事の時の右手、左手の役割を理解し、 

  口の動きとの協調を学ぼう 

 ・ 食具としての箸の食べ方における使用法を学ぶ指導支援 
 

３）しっかり噛んで肥満の解消・予防のための食べ方の指導支援 

 ・ よく噛んで少量でも十分な満足感が得られる食べ方の指導支援 

 ・ 早食い、丸飲み、食べ過ぎを防ぐために噛む習慣をつける指導支援 



食事で困っていること 

出典：乳幼児栄養調査（厚生労働省） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成１７年　厚生労働省　『離乳・離乳支援ガイド』より





お口を使う遊びの効果（舌） 
効果のある 

遊びのメニュー 
① ② ③ ④ 



お口を使う遊びの効果（唇） 効果のある 
遊びのメニュー 
⑤ ～ ⑯ 



お口を使う遊びの効果（舌・唇） 
効果のある 

遊びのメニュー 
① ～ ⑯ 

唇 

と 

舌 

の 

動 

き 

食 

べ 

る 

時 



お口を使う遊びの効果（呼吸） 
効果のある 

遊びのメニュー 
⑤ ～ ⑯ 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポイント　　・舌を出す時は、舌の力を抜いて、まっすぐに出します。　　・舌だけを動かすように気をつけましょう。
顔の色々なところを動かすことになるので、表情が豊かになります。
食べる時には、唇を閉じる筋肉が鍛えられることで、食べこぼしを防ぎ、舌の動きがスムーズになることは、上手な飲み込みにもつながります。
じゃんけんが理解できない幼児は、顔真似あそびでよい。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
顔じゃんけんと組み合わせると、かなり高度に。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポイント
・ストローをかまずにくわえる。　　・唇のすぼめをキープしたまま、息を吹き込む。
・強気吹く、弱く吹く、などストローをくわえたままで強弱をつける。
・入れた空気を吸い出す。　　　・風船ふくらまし。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ポイント
・ストローは、噛まないように、しっかり口唇をすぼめる。
・ストローの形に、しっかりと口唇を添わせる。
・ストローの直径を変える、長さを変える、何本か束ねる、などで難易度に変化があります。



機能不全の主な症状と指導・訓練法 



口唇・頬筋協調訓練（口輪筋・頬筋訓練） 

（１） 左右対称の動き 
    突出と引き（イー・ウー） 
   １０～２０回繰り返す 

（２） 左右非対称の動き 
   口角を左右に偏位 
   口をすぼめたまま左右に動かす 
   １０回を１セットとして、２～３セット 



口 唇 訓 練 （１） 



口 唇 訓 練 （２） 



頬 訓 練 



舌 訓 練 



舌 訓 練 



顎運動訓練 （舌骨上筋群） 



軟口蓋・頬・口唇訓練（呼吸との協調訓練） 



頭部・咽頭部・喉頭部の筋訓練 
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